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また、今年の2020年にも2園館から7卵の提供を行いました。
先ほどは車で運んだのですが、長野―石川間は北陸新幹線が

開通して便利になりましたので、新幹線で輸送を行った事例になり
ます。

この結果は、2羽ふ化したのですが、残念ながら1か月未満で2
羽とも死亡してしまい、まだ飼育下から野生に卵を提供してひな
が育っていないという状況なので、今後もこの研究についてはいろ
いろと検討を続けていきたいと思っています。

これで私のほうの発表は終わらせていただきます。
この事業に関しては、動物園だけではなく、域内の研究者の皆

様、そして最近では植物園の皆様にも御協力をいただいて様々な
成果を上げていくべく動物園関係者は頑張っておりますので、ぜ
ひこれからも応援をよろしくお願いします。

皆さん、御清聴ありがとうございました。（拍手）
〇座長（牛田・　一成）・秋葉先生、どうもありがとうございました。

もし時間が残るようであれば最後に質問をお受けするようなこ
とを考えております。

2「那須どうぶつ王国におけるライチョウ野生復帰までの取り組みについて」
荒川　友紀（那須どうぶつ王国）

〇座長（牛田　一成）　それでは、引き続き那須どうぶつ王国の荒
川先生に野生復帰に直接関わってこられた現状について御報告
いただきます。

荒川先生、よろしくお願いします。
〇荒川　友紀　それでは発表を始めさせていただきます。

私は那須どうぶつ王国でライチョウの飼育を担当しております
荒川と申します。

那須どうぶつ王国におけるライチョウ野生復帰までの取り組み
について御紹介をしていきます。

次をお願いします。
那須どうぶつ王国は、環境省と日本動物園水族館協会が取り組

むライチョウ保護増殖事業に参画しております。
2015年よりスバールバルライチョウ、2017年よりライチョウの

飼育、繁殖に取り組んできました。人工ふ化や自然育雛の成功や
失敗を積み重ね、多くの技術や知識を蓄えてきました。

今年のライチョウ野生復帰事業は、まさに7年越しの夢の実現
となりました。

⽯川

環境省提供

野⽣メスが産卵した卵 動物園が提供した卵

野野⽣⽣復復帰帰事事業業へへのの協協⼒⼒
22002200年年 受受精精卵卵提提供供((44園園館館88卵卵提提供供))
結結果果はは、、５５⽻⽻孵孵化化すするるももササルルのの群群れれにに驚驚きき、、雛雛すすべべてて死死亡亡・・・・・・・・

環境省提供

⽯川

野野⽣⽣復復帰帰事事業業へへのの協協⼒⼒
22002222年年 受受精精卵卵提提供供((２２園園館館７７卵卵提提供供))
結結果果はは、、22⽻⽻孵孵化化すするるもも・・・・・・・・11かか⽉⽉齢齢未未満満でで22⽻⽻とともも死死
亡亡

富⼭

ご清聴ありがとうございました
ぜひ、動物園のライチョウたちにも会いに来てください

はじめに

２０１５年 スバールバルライチョウ２⽻を搬⼊し飼育繁殖を開始

２０１７年 ライチョウ受精卵を受け⼊れる

２０２０年 ⾃然繁殖にて２⽻、⼈⼯繁殖にて４⽻の孵化に成功
２０１９年 受精卵１卵を受け⼊れ⼈⼯孵化させるが、孵化後⽇ヒナは死亡

２０２１年 中央アルプスから野⽣家族を受け⼊れる
２０２２年 野⽣家族の繁殖と野⽣復帰

２０１６年 スバールバルライチョウ２⽻繁殖
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去年、中央アルプスから野生家族を受入れ、今年、家族をふるさとへ戻すまでの過程を発表いたします。
まずはライチョウの飼育施設を御紹介します。
当園の敷地内にあるライチョウ野生復帰順化施設です。
屋外放飼場がこちらに1つ2つ、屋内放飼場が4つ、多目的室が4

つあります。
こちらの施設は担当者と獣医師しか入れないようになっています。
入り口を入り前室で全身を消毒した後、長靴に履き替え入室いた

します。

多目的室にはふ卵器が設置されており、高山植物を管理するス
ペースとして利用しています。

作業スペースにはモニターが設置されており、屋内、屋外の様子
が分かるようになっています。

屋外放飼場はライチョウの生息環境が再現されておりまして、
冬には雪が積もります。

また、野生の猛禽類が空を飛んでいる姿が見え、ライチョウ本来
の行動を引き出せるよう設計されています。

屋内放飼場には砂が敷いてありまして、岩や松が設置され、なる
べく屋外に似た環境をつくっています。

ライチョウ家族を受け入れるために、事前準備としまして屋内放
飼場には現地の保護ケージを模して作られた特製ケージを設置
しました。

内部には高山植物給与用のプランターや岩を配置しています。
なぜ現地と似たようなケージを作るのかといいますと、移送され

てきた家族が新しい環境でパニックを起こさないようにするため
です。

ほかにも受入れ当日の担当者の動きや確認事項などを打合せ
し、万全の状態で当日を迎えられるようにしました。

そして、いよいよ2021年8月3日、中央アルプス木曽駒ヶ岳から母
鳥1羽とそのひな6羽、計7羽の家族が那須どうぶつ王国へヘリコプ
ターで移送されてきました。

順化施設へ受入れ、特製ケージへ収容しました。
収容後は比較的落ち着いていて、パニックになることなく、しば

らくすると採食も見られるようになりました。

多⽬的室①屋内放飼場①

屋外放飼場②

屋外放飼場①

②

④

③

②

③

④
前室

⼊⼝

ライチョウ野⽣復帰順化施設

多⽬的室 作業スペース

ライチョウ野⽣復帰順化施設

屋外放飼場 屋内放飼場

ライチョウ野⽣復帰順化施設

特製ケージ 移送されてきた家族が新しい環境にパニックを起こさないように、
中央アルプスの保護ケージを模して作成したもの

内部には⾼⼭植物給与⽤のプランターや岩、松枝葉などが配置してある

ライチョウ野⽣復帰順化施設

２０２１年８⽉３⽇ ⽊曽駒ケ岳から野⽣家族受け⼊れ
⺟⿃＋ヒナ６⽻（メス４⽻、オス２⽻）の計７⽻

特製ケージへ収容。パニックになることなく、しばらくすると採⾷し始める

ヘリコプターで那須どうぶつ王国へ 慎重に輸送箱を施設へ運び⼊れる 収容後の家族

ライチョウ家族の受け⼊れ
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受入れから8月中は外気温が高かったため屋内放飼場での管理
を続けていましたが、気温が下がってきた9月1日からは日中の屋
外放飼場管理を開始しました。

家族は、最初こそ警戒していましたが、次第に野草をついばんだ
り岩に乗ったりなどの行動を見せるようになりました。

11月には冬羽へと換羽し、順調に生育しました。

そして冬を迎えて、兄弟たちは身を寄せ合いながらたくましく育
っていきました。

冬実を採食したりし、時には雪の中に潜って顔をのぞかせるな
ど、まるで野生の姿を見ているかのような行動も見せてくれました。

給仕した資料は、ライチョウ用ペレット、コマツナやキャベツな
どの野菜、リンゴ、コケモモなどの果実、虫餌、高山植物やオオイヌ
タデをはじめとした草本類です。

一番嗜好性が高かったのは高山植物でした。
草本類は園内で採取したものを給仕しました。

こちらが園内で採取した野草の一覧です。
夏にはハコベやイヌタデといった草本類、冬にはヤシャブシとい

うハンノキの仲間の冬芽も与えました。
冬に向かうにつれ虫餌を減らし冬芽の給仕量を上げるなど、野

生ライチョウの植生に近づけるように工夫いたしました。

こちらが実際に与えた野草の写真です。
オオバコやハコベ、ツユクサ、こちらのオオイヌタデといった草

本類です。
オオバコやイヌタデは、葉よりも穂の部分を好んでよく採食して

いました。

８⽉中は暑さのため屋内放飼場管理にし、
９⽉１⽇から、⽇中屋外放飼場で運動させ始めた。
始めは警戒していたが、しだいに野草をついばみ
岩に乗ったりするなどの⾏動を⾒せるようになった。
１１⽉には冬⽻に換⽻し、無事越冬することもできた。

８⽉下旬 ９⽉下旬 １１⽉下旬

飼育経過

雪に埋まるライチョウ ヤシャブシの冬芽を採⾷

冬季のライチョウ

ペレット：ライチョウ専⽤ペレット
野菜 ：⼩松菜、キャベツ
果実 ：リンゴ、コケモモ、ブルーベリー
⾍餌 ：ミルワーム、フタホシコオロギ
植物 ：⾼⼭植物（ガンコウラン、クロウスゴ等）、草本類（オオイヌタデ等）

専⽤ペレット コケモモ ⾍餌（ミルワーム）

給餌飼料

名称 分類 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 嗜好性

ハコベ ナデシコ科 ◎

オオイヌタデ タデ科 ◎

オオバコ（穂） オオバコ科 ◎

ヤハズソウ マメ科 〇

園芸用コケモモ（実） ツツジ科 〇

コブナグサ イネ科 △

ヒロハヤマトウバナ シソ科 〇

ツユクサ ツユクサ科 ×

ブタクサ キク科 △

イヌビエ イネ科 △

ハキダメギク キク科 〇

アオミズ イラクサ科 〇

ヤシャブシ（冬芽） カバノキ科 ◎

8月 9月 10月 12月11月

園内で採れる野草

給餌飼料

オオバコ

ハコベ ツユクサ オオイヌタデ

給餌飼料
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全羽が順調に生育していたのですが、9月13日、母鳥が死亡する
という事故がありました。

朝、飼育スタッフが施設に入りますと、放飼場内で動けなくなっ
ている母鳥を見つけました。すぐに処置を行いましたが、死亡して
しまいました。

監視カメラで前日夜からの行動を確認してみますと、何かに驚
いて何度も放飼場内を飛び回る様子が見られました。激しく飛び
回った後、ぐったりとし、動けなくなってしまった様子でした。

剖検の結果は胸部の打撲と推察されました。

驚いてパニックになった原因は一体何なのか検証したのですが、
はっきりとした原因はつかめませんでした。

しかし、事故原因を引き続き解明するとともに、今後同じことが起
きないよう、あらゆるリスクを洗い出し、様々な対策を講じました。

飛翔した際の打突の衝撃を和らげるため放飼場内のネットの強
化、施設周辺に野生動物が近づかないようにするためのセンサー
ライトの設置や周辺の草刈り、オオカミのふん尿の散布などを行
いました。

この表は、ひな6羽の体重の推移です。
母鳥を亡くした直後は、ひなたちの採食量が落ち、体重が伸び

悩んだこともありましたが、その後は落ち着きを取り戻して採食量
も上がり、緩やかに体重も増加していきました。

飼育していた6羽のうち雄2羽とは兄弟間のため繁殖することは
できません。そのため、2022年1月19日、同じく野生家族を受け入
れた茶臼山動物園の雄1羽と那須の雄2羽の交換を行いました。

また、雌4羽に対して雄が1羽のみとなりますので、遺伝的多様性
に配慮しまして、那須どうぶつ王国の飼育下繁殖をしている個体
群、いわゆる保険個体群から雄N11の順化施設での飼育を始めま
した。

N11は、飼育下での繁殖成績がいいこと、雌へのアプローチが上
手なことを理由に今回の繁殖の雄として選ばれました。

この後、分かりやすいよう茶牛山動物園から来た雄を茶臼雄、
雌4羽を足輪の色でそれぞれ赤、白、黄色、黒と呼ばせていただきますが、茶臼雄と赤、白、そしてN11と黄色、黒の計4ペア、4家族
の形成を目標とし、ペアリングを決定しました。

繁殖期に向け、雌4羽は屋内放飼場1 ～ 4に1羽ずつ分け、また
雄は雌とのお見合いや同居をしやすくするため屋外放飼場1の奥
側に作られた雄用の特製ケージの中で管理をしました。

２０２１年９⽉１３⽇ ⺟⿃の死亡する事故が発⽣

９⽉１３⽇ 朝、担当スタッフが屋内放飼場で動けなくなっている⺟⿃を発⾒。
すぐに隔離し処置を⾏うが死亡。
監視カメラで確認をすると、何かに驚き放飼場内を⾶び回る様⼦が確認できた。
激しく⾶び回った後、⺟⿃はぐったりとし動けなくなった。
剖検の結果、死因は胸部の打撲と思われた。

処置中の⺟⿃ パニックで⾶翔する家族

⺟⿃の死亡事故

何に驚いたのかを検証したが、原因は不明であった。今後、事故原因を引き続き解
明するとともに、あらゆるリスクを考慮し様々な対策を講じた。

屋内放飼場内のネットの強化

施設周辺の草刈り

動物除けのセンサーライトオオカミ糞尿の散布

⺟⿃の死亡事故

⺟⿃死亡

ヒナの体重推移

⺟⿃を亡くした直後は採⾷量が落ち体重が伸び悩んだこともあったが、その後は
落ち着きを取り戻し採⾷量も上がり、緩やかに体重も増加していった。

２０２２年１⽉１９⽇ 那須どうぶつ王国のオス２⽻と
茶⾅⼭動物園のオス１⽻を交換

３⽉１０⽇ 保険個体群オス“N11”を順化施設で飼育開始
（遺伝的多様性に配慮）

茶⾅オス（N135）

N11

オス メス

⾚（N128）

⻩（N129）

⿊（N131）

（N132）
４家族形成を⽬標とした

ペアリングに向けて

ペアリングに向けて
メス４⽻は屋内放飼場①〜④に１⽻ずつ分け、オスはメスとのお⾒合い・同居
をしやすくするため屋外放飼場①、②に作ったケージ内でそれぞれ管理した。

オス⽤屋外ケージ

ケージ

ケージ
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N11と黒、黄色のペアは4月12日から、茶臼雄と赤、白は4月20日
からお見合いを開始しました。

屋外放飼場1と2の奥側に茶臼雄とN11をそれぞれ放飼し、雌は
手前側に放飼し、こちらの中央に防風ネットが張ってあります。こ
のネット越しにお見合いを行いました。

お見合いは午前と午後で雌を入替え、どのペアもネット越しに並
んで休息するなど、相性は良好でした。

5月6日から全てのペアで同居を開始しました。
雄を手前側の放飼場―こちらはもともと雌が放飼されていたほ

うです。こちらの放飼場にいたしまして、そこへ雌を放飼し、雌はい
つでも雄から逃げられるように屋内放飼場の扉を開放し、こんな
感じで自由に行き来できるようにしました。

こちらも午前と午後で雌を入れ替えて行いました。
同居中は、闘争が起きた際にはすぐに止められるように、スタッ

フが常に近くについて観察を行いました。
最初は、雌は雄を嫌がり逃げていましたが、次第に雄を受け入

れるようになり、交尾を確認するようになりました。
こちらが同居実施日と交尾が確認された回数の一覧です。
赤5回、白8回、黄色3回、黒4回の交尾を確認しました。
雌が雄を受け入れなくなった時点で同居を終了させました。
次をお願いします。

雌の屋内放飼場には野生ライチョウの巣を再現しました。
プラスチックの箱に赤玉土、園芸用のミズゴケ、ハイマツの枯れ

葉を敷き詰めています。
巣の入り口には石や砂利で傾斜を作り、外部から巣の中が見え

ないようハイマツの枯れ葉をつり下げています。
また、巣内には観察用の小型カメラも設置しました。

さて、産卵ですが、赤が5月25日、黒が6月2日、黄色が5月31日、
白が6月6日に産卵を開始しました。

基本的には1日置き、時には2日空いて産卵していました。
卵は約15センチの深さにありまして、上にミズゴケやハイマツの

枯れ葉がかぶさり、上手に隠されていました。
赤9卵、黒9卵、黄色11卵、白8卵を産卵し、黒の1卵目は屋外放飼

場で産卵したため破卵してしまい、また黄色は11卵と過剰産卵だ
ったため6月30日に検卵を行いまして発生していない3卵を取り除
きました。

結果、赤9卵、黒8卵、黄色8卵、白8卵の抱卵を始めました。
抱卵中は、極力、雌への干渉を避けるよう慎重に作業を行いました。

お⾒合い

中央のネット

午前と午後でメスを⼊れ替えてお⾒合いを
⾏なった。どのペアもネット越しに並んで
休息するなど相性は良好だった。

ネット

ケージ

ケージ

Ｎ11×⿊・⻩ ４⽉１２⽇〜
茶⾅オス×⾚・⽩ ４⽉２０⽇〜

同居の様⼦

５⽉６⽇〜

闘争を防ぐため、同居中は
スタッフが近くについている

オスを右側の放飼場に出し、そこへメスを放
飼、メスはいつでもオスから逃げられるよう
屋内放飼場の扉を開放し⾃由に⾏き来できる
ようにした。

Ｎ11×⿊・⻩
茶⾅オス×⾚・⽩

ケージ

ケージ

同居

茶臼オス 赤 1 2 3 4 5

茶臼オス 白 1 2 3 4 5 6 7 8

N 11 黄 1 2 3

N 11 黒 1 2 3 4

…同居実施日 …交尾成立日 …同居未実施日

6/96/86/76/26/1 6/66/56/46/35/315/305/295/285/155/8 5/14 5/275/265/255/245/235/225/215/205/18 5/195/175/165/135/125/115/105/9

個体

♂ ♀

5/6 5/6

…初卵産卵⽇

⾚５回、⽩８回、⻩⾊３回、⿊４回の交尾が成⽴。
メスがオスを受け⼊れなくなった時点で同居を終了させた。

数字は/回⽬

交尾

・プラスチック製の箱（幅60cm×奥⾏46cm×⾼さ19cm）
・⾚⽟⼟
・園芸⽤⽔苔
・ハイマツの枯葉
・観察⽤⼩型カメラ 外部から巣内が⾒えないように

⼊り⼝にはハイマツを吊るしている

材料

巣の作成

産卵期間

⾚：５⽉２５⽇〜６⽉１０⽇
⿊：６⽉２⽇〜６⽉１９⽇
⻩：５⽉３１⽇〜６⽉２２⽇
：６⽉６⽇〜６⽉２４⽇

抱卵数

⾚：９卵
⿊：８卵（１卵⽬破卵）
⻩：１１卵→８卵（３卵取り除く）
：８卵

産卵および抱卵
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こちらの表は、抱卵中の離巣―採食のために巣を離れた時間と、
集巣―巣の中で抱卵をしている時間を表したものです。

この表自体は赤のものになります。
こちらの縦軸の数字が抱卵している3週間の日付、そして横軸は

朝方から夕方までの時間軸を表しています。
抱卵初日は巣を離れている時間が非常に長かったのですけれ

ども、次の日から採食のために1日数回のみしか巣を離れないとい
う行動が確認できました。

順に見ていきますが、こちらは黒のデータになります。
赤同様に1日の中で数回しか出てきていないことが分かります。

こちらは黄色です。
黄色に関しては、3週間、朝、巣からはほぼ決まった時間帯に出

てくるという行動が見られました。

こちらは白です。
御覧のとおり、白は、毎日朝夕ほぼ決まった時間に離巣していま

した。
このように、4羽とも非常に熱心に抱卵を続けてくれました。

そして、いよいよふ化予定日を迎えます。
巣内カメラの映像からふ化を確認しました。
赤は7月2日に8羽、黒は7月10日に4羽、黄色は7月14 ～ 15日に

かけて8羽、白は7月15から16日にかけて6羽のひながふ化しまし
た。

ひなが見えた瞬間は、うれしさと安堵、そしてこれから無事に育
ってくれるのかどうかという不安を感じました。

ふ化後24時間以上経過しますと、ひなたちは母鳥と一緒に巣か
ら出てきました。

抱卵中の離巣・就巣時間（⾚）

抱卵中の離巣・就巣時間（⿊）

抱卵中の離巣・就巣時間（⻩）

抱卵中の離巣・就巣時間（⽩）

⾚：７⽉２⽇ ２２⽇ ８⽻
⿊：７⽉１０⽇ ２１⽇ ４⽻
⻩：７⽉１４〜１５⽇ ２２〜２３⽇ ８⽻
：７⽉１５〜１６⽇ ２１〜２２⽇ ６⽻

孵化⽇

孵化直後の監視カメラの映像 孵化後の巣内の様⼦

孵化⽇数 孵化数

孵化
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屋内放放飼場内には、写真のようにガンコウランやクロウスゴ
などの高山植物、細かく砕いたペレットやコマツナやブロッコリー
スプラウトなどの野菜を設置しました。

ひなは離巣後から様々な餌をついばんでおりまして、特に高山
植物を好んで採食していました。

家族が離巣した日から、午前中2時間、午後2時間、屋外放飼場
で散歩を始めました。

家族は、高山植物や自生している野草、アリなどの小さな昆虫を
好んで採食していました。

ひなは、母鳥について大きな岩を登ったり、母鳥に抱雛をせがん
だりしていました。

また、カラスなどが施設周辺を飛んだり鳴き声が聞こえたりする
と母鳥が警戒音を出し、それを聞いたひなたちが一斉に松の下へ
隠れる行動も見られました。

こちらは母鳥がひなへ採食刺激をしている様子です。
動画をお願いします。
これはガンコウランをついばんでいます。母鳥がつつくと、ひな

がそれを見て寄ってきて一緒に採食するという行動です。

家族への基本枝葉は、ガンコウランやクロウスゴ、オンタデなど
の高山植物をはじめ、ツユクサやタンポポなどの野草とコマツナ
やブロックリースプラウトなどの野菜、ライチョウ用ペレットを使用
しました。

特にクロウスゴの嗜好性が高く、4家族ともよく採食していました。
ブロッコリースプライトなどは、最初は嗜好性が高かったものの、

成長していくにつれ嗜好性が低くなっていったものもありました。

飼育していく中で、赤1羽、黄色2羽、白2羽、黒4羽のひなが死亡
しました。

9羽のうち5羽が1週間以内に死亡、4羽が1か月以内に死亡しま
した。

ライチョウのひなは、ふ化後1か月が体調を崩しやすいと言われ
ています。

やはりライチョウのひなの飼育は非常に難しいと改めて感じま
した。

また、黄色のひな1羽が屋内放飼場で飛翔した母鳥にぶつかっ
て足を骨折してしまった事例もありました。

黒に関してなのですが、黒はもともと非常に神経質な個体で、育雛中は、より周囲の環境音やほかの家族の存在に警戒する様子
が見受けられました。黒は常に落ち着きがなく、ひなに対してあまり採食刺激をしませんでした。しなかったというよりは、する余裕
がなかったと言ったほうがいいかもしれません。結果、黒のひな4羽は体重の伸びが悪く、全羽が衰弱死いたしました。

屋内放飼場での家族の様⼦育雛時の屋内放飼場

屋内放飼場には、⾼⼭植物をはじめ
⾷べやすいよう細かく砕いたペレットや
ブロッコリースプラウト、⼩松菜などの
野菜、⾍餌を設置した。

育雛

家族が離巣した⽇から、午前２時間、午後２時間屋外放飼場で散歩をさせた。
散歩中は屋外放飼場に設置した⾼⼭植物や、放飼場に⾃⽣している野草、アリ
などの昆⾍を好んで採⾷した。
カラスが施設周辺と⾶ぶと⺟⿃が警戒⾳を出し、家族が⼀⻫に松の下へ隠れる
⾏動も⾒られた。

家族でコケモモを採⾷ ⺟⿃と共に⼤きな岩に乗るヒナ

散歩

⺟⿃による採⾷刺激の様⼦

育雛飼料

クロウスゴ（葉、花） ◎ ライチョウペレット ◎ ツユクサ（葉） ◎

ミネズオウ（葉） 〇 コケモモ ◎ オオバコ（葉） ◎

ガンコウラン（葉） ◎ ブルーベリー 〇 スズメノカタビラ（葉、穂） ◎

イワツメクサ（葉、花） ◎ リンゴ ◎ ハコベ（葉） 〇

ムカゴトラノオ（穂、葉、茎） ◎ ミルワーム ◎ ヤハズソウ（葉） 〇

オンタデ（葉、花、茎） ◎ フタホシコオロギ（幼体、育雛期） ◎ シロツメクサ（葉） 〇

コメバツガザクラ（葉） 〇 小松菜 ◎ スギナ（葉） 〇

チングルマ（葉） 〇 ブロッコリースプラウト（育雛期） ◎ タンポポ（葉） 〇

クロマメノキ（葉） 〇 ミニトマト（抱卵期） 〇 エノコログサ（葉） ◎

嗜好性代替餌 嗜好性 野草高山植物 嗜好性

特に嗜好性が⾼かったのは、クロウスゴであった。
また、最初は好んでいたものでも、次第に採⾷しな
くなるなど、成⻑していくにつれて嗜好性が変化す
るものもあった。

きれいに⾷べきった⼩松菜、⾼⼭植物

ヒナの死亡・疾病

⿊
⾮常に神経質で、周囲の環境⾳や他の家族の存在に警戒し
常に落ち着きがなく、⿊はヒナに対して採⾷刺激をあまりしなかった。
そのためか、ヒナ４⽻とも体重の伸びが悪く、結果全⽻が衰弱死した。

⾚：１⽻（17⽇齢）

⿊：４⽻（5⽇齢、6⽇齢、7⽇齢、12⽇齢）

⻩：２⽻（0~1⽇齢、8~9⽇齢）
：２⽻（0~1⽇齢、22⽇齢）

死亡数

屋内放飼場にて、⾶翔した⺟⿃と
衝突し左脛⾜根部を⾻折した。

⻩：１⽻（15~16⽇齢）

疾病
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ひなの体重の推移なのですが、赤、白、黄色の家族は比較的順
調に体重の増加を見せました。

黒の死亡した4羽に関しては、ほかの家族の日齢と比べますと、
やはり体重が低く、体格が小さかったです。

ちなみに、ひなの体重測定は、体重計の上に嗜好性の高い餌を
置きまして自発的に乗った際の値を記録しました。

ふ化直後は量れず、ふ化後1週間ほどで体重計に乗るようになり
ました。

動画をお願いします。
体重計に乗っているのがミルワーム―虫餌とコケモモです。これ

を置くと、こんな感じで、自分で体重計に乗ってきてくれました。

こうして、野生復帰させる家族は赤とひな7羽、黄色とひな5羽、
白をひな4羽の計19羽に決定しました。

骨折したひなと黒は、現在も那須どうぶつ王国で飼育管理して
います。

野生復帰が決まった家族は、輸送日までしっかりと管理ができ
るよう、さらに気を引き締めて作業に当たりました。

家族を野生復帰させるには、ライチョウ自身が高山で生き延び
る能力を持っているかが重要です。そのためには、高山植物を食べ
られるか、正常に体の発達はしているか、天敵から逃げられるかな
どを判断しなければなりません。ほかにもコクシジウムの感染や
腸内細菌叢の獲得といったクリアしなければいけないことがたく
さんあります。

そのために高山植物の（聴取不能　ふらん？）給餌、毎日の運動
や天敵が接近した際に身を隠せる場所の設置など様々な項目に
おいて環境を整えまして、その必要な行動が引き出せているかし
っかり観察を行いました。

次をお願いします。
そして、輸送に向けて輸送用の箱を準備しました。
箱の中は穴の開いたアクリル板で仕切られていまして、お互いの

声が認識できるようになっています。
洗濯ネットに母鳥1羽またはひなを1 ～ 2羽ずつ入れます。
また、気温が高くなったときのために保冷剤を入れるためのポケ

ットもあります。
箱には中の温度を図るために温度計が設置されていまして、輸

送中は常にモニタリングを行っていました。

ヒナの体重推移（孵化後0〜25⽇）

⻩ ⽩⾚

⿊：20.1g（5⽇齢）、23.5g（6⽇齢）、29.2g（7⽇齢）、22.4g（12⽇齢）
※死亡時のデータのみとなるため表は割愛

ヒナの体重測定

体重測定の様⼦

体重計に嗜好性の⾼い餌を置き
⾃発的乗った際の値を記録

野⽣復帰に向けて

⾚：８⽻（親＋ヒナ７⽻）
⻩：６⽻（親＋ヒナ５⽻）
：５⽻（親＋ヒナ４⽻）

野⽣復帰数

計１９⽻

⾻折したヒナ１⽻と⿊は
那須どうぶつ王国で引き続き管理中

那須岳から⾼⼭植物の採取
⾼⼭植物の不断給餌

中央アルプスでの保護ケージ管理を
しやすくするため、屋内放飼場を保護ケージ
に⾒⽴て、散歩時以外は屋内管理ハイマツ帯を模した植栽、岩場、砂場への順化

天敵への警戒防衛⾏動

散歩は原則毎⽇実施
屋外は起伏に富んだ構造

〇⾼⼭植物への餌順化
〇運動能⼒の向上
〇環境利⽤シミュレーション
〇保護ケージへの順化
〇コクシジウムの感染
〇腸内細菌叢の獲得

野⽣順化

輸送箱

⽳の開いたアクリル板

空気⽳

保冷剤⽤ポケット

個体を⼊れるための
洗濯ネット
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そして、ついに輸送の日を迎えました。
2022年8月10日11時10分に家族を乗せたヘリコプターが那須

どうぶつ王国を離陸、12時41分に黒川平に到着、茶臼山動物園
からの個体と合流しまして、その後14時25分に黒川平を離陸、14
時45分に木曽駒ヶ岳の頂上山荘に到着し、家族を保護ケージへ
無事に収容しました。

そして、8月13日には赤、14日には白と黄色の家族が放鳥され、
無事に野生復帰を果たすことができました。

那須どうぶつ王国では、家族の受入れから繁殖に成功し、19羽
を野生復帰させることができました。

巣の作成法や飼料、輸送法など、今日までの域内・域外の技術
や知見が生かされ事業を達成することができましたが、今後の課
題も残されました。

ライチョウの生育には高山植物が必要不可欠です。しかし、動物
園だけでは継続して手に入れることが難しいです。

今回は、環境省や白馬五竜高山植物園からの提供、許可をもら
って那須岳へ高山植物の採取にも行き高山植物を調達しました。

高山植物を継続的に供給するための調達法や動物園での栽培
法の確立を目指していきたいと思っています。

また、母鳥が死亡した日のような夜間のパニック事象の原因を解明すること、ふ化後1か月のひなの生存率を上げるための栄養
管理についての検討も課題となっています。

加えて、黒のようにもともと神経質な個体に関しては、落ち着いて育雛ができるように、担当者の育雛時の関わり方や放飼場での
管理方法などの工夫も必要だと考えています。

動物園から固有種が野生復帰した事例は、この事業が初めてに
なります。うれしいこともあり、また不安やプレッシャーも感じなが
らここまで来られたことをとてもうれしく思います。野生復帰した
家族が来年は中央アルプスで新たな命を育み、ライチョウの未来
へつながっていくことを心から願っています..

御清聴ありがとうございました。（拍手）
〇座長（牛田　一成）　荒川先生、ありがとうございました。

とにかく毎日毎日新しい事態に何とか対応してきた一年間とい
うことで、御苦労さまでした。

3「中央アルプスの野生下ライチョウの受け入れと繁殖について」
田村　直也（（公社）日本動物園水族館協会ライチョウ専門技術員・長野市茶臼山動物園）

〇座長（牛田　一成）　それでは、引き続き同じような御苦労をされてきた茶臼山動物園の田村先生から報告と今後の展望等につ
いてお話しいただきたいと思います。

よろしくお願いします。

２０２２年 ８⽉１０⽇
11:10 那須どうぶつ王国ヘリコプター発
12:41 ⿊川平 ヘリコプター着

茶⾅⼭動物園の家族と合流
14:25 ⿊川平 ヘリコプター発
14:45 頂上⼭荘 ヘリコプター着

家族を保護ケージに収容

８⽉１３⽇
14:00 ⾚の家族 放⿃

８⽉１４⽇
8:30 の家族 放⿃
13:00 ⻩の家族 放⿃

中央アルプスへ

放⿃の瞬間

中央アルプスからの家族受け⼊れから繁殖に成功し、１９⽻を野⽣復帰させること
ができた。巣の作成法や、飼料、輸送法など、今⽇までの域内/域外の技術、知⾒が
活かされ事業を達成することができたが、以下の課題が残された。

・ライチョウに必須な⾼⼭植物の調達法の検討や栽培法の確⽴
・夜間の原因不明のパニック⾶翔の解明
・孵化後１か⽉の⽣存率を上げるため、産卵前の親とヒナの栄養管理に
ついての検討

・⿊のように、もともと神経質な個体に関して、落ち着いて育雛ができるよう
担当者の育雛時の関わり⽅や放飼場での管理⽅法なども⼯夫する

今後の課題

野⽣復帰した家族が
今後のライチョウの未来へ繋がっていきますように・・・

ご清聴ありがとうございました


